
農林水産省

令和元年度食育推進施策
（食育白書）

〔概　要〕



この報告書は、食育基本法（平成17年法律第63号）第15条に規定する「食育の
推進に関して講じた施策に関する報告書」であり、政府が毎年国会に提出しなけれ
ばならないとされているものである。
その内容としては、令和元年度に講じた食育推進施策について整理し、説明して

いる。
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はじめに　食育推進施策の基本的枠組み
1 食育基本法
○○ 食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、現在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊
かで活力ある社会の実現に寄与することを目的として、2005年6月に公布、同年7月に施行。
○○ 食育は、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けられるとと
もに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことができる人間を育てるもの。

2 食育推進基本計画
○○ 2016年3月には、それまでの食育に関する取組の成果と課題を踏まえ、「第3次食育推進基本計画」
を決定。2016年度から2020年度までの5年間を対象とし、食育の推進に当たっての基本的な方針や目
標を掲げるとともに、食育の総合的な促進に関する事項として取り組むべき施策等を提示。
○○ 基本的な方針として、以下の5つの重点課題を規定。
（1）若い世代を中心とした食育の推進、（2）多様な暮らしに対応した食育の推進、（3）健康寿命の
延伸につながる食育の推進、（4）食の循環や環境を意識した食育の推進、（5）食文化の継承に向けた食
育の推進

3 食育に関する施策の推進体制
○○ 農林水産省は、食育推進基本計画の作成及び推進に関する事務を担っており、食品安全委員会、消費者
庁、文部科学省、厚生労働省等の関係各府省庁等との連携を図りながら、政府として一体的に食育を推進。
○○ 地域においては、様々な立場の関係者が緊密に連携・協働し、国民運動として食育を推進。
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３ 食育に関する施策の推進体制 
農林水産省は、基本計画の作成及び推進に関する事務を担っています1。そして、食品

安全委員会、消費者庁、文部科学省、厚生労働省等の関係各府省庁等との連携を図りなが

ら、政府として一体的に食育の推進に取り組んでいます。 
加えて、食育を国民運動として推進していくため、国、地方公共団体による取組ととも5 

に、地域においては、学校、保育所等、農林漁業者、食品関連事業者、ボランティア等の

様々な立場の関係者の緊密な連携・協働の下、食育を推進しています（図表３）。 
 

図表３ 食育推進体制

10 
 
 

                                                  
1 平成 27（2015）年９月に公布、平成 28（2016）年４月に施行された「内閣の重要施策に関する総合調整等に関する機能の強化

のための国家行政組織法等の一部を改正する法律」（平成 27 年法律第 66 号）により、内閣府で担当していた食育推進基本計画の作

成及び推進に関する事務は、平成 28（2016）年４月１日に全て農林水産省に移管されました。 
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第1部　食育推進施策をめぐる状況
特集　若い世代を中心とした食育の推進
1 第3次食育推進基本計画における位置付け
○○ 「若い世代を中心とした食育の推進」を重点課題の一つとして位置付け。

○○ 若い世代（20歳代及び30歳代）は、「人生100年時代」に向けて、生活習慣病の予防や健康寿命の延
伸のために、若い頃からの食生活が重要であることを自覚し、健全な食生活を習慣化する必要性が一層高
い世代。

○○ 若い世代は、未来の日本を支える子供たちを育てる世代でもあり、次世代に「食」の重要性を伝えつな
ぐ役割を担う。

○○ 本特集では、若い世代における食生活の現状を分析するとともに、若い世代が中心となって取り組んで
いる食育の事例を紹介。

2 若い世代の特徴
○○ 若い世代において、自身の健康状態について良いと考えている人は、男性68.5％、女性73.3％。

○○ 「平成30年国民健康・栄養調査」によると、30歳代男性の33.0％が肥満（BMI≧25kg/m2）、20歳代
女性の19.8％、30歳代女性の19.3％がやせ（BMI＜18.5kg/m2）。

女性におけるやせの者の割合（20歳以上、年齢階級別）

11.2

19.8 19.3

10.5 10.4 10.0
8.2

0
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（％）

全体 20 ～
29歳

30 ～
39歳

40 ～
49歳

50 ～
59歳

60 ～
69歳

70歳
以上

（年齢）

（n=829）（n=599）（n=452）（n=420）（n=295）（n=177）（n=2,772）

資料：厚生労働省「平成30年国民健康・栄養調査」

男性における肥満者の割合（20歳以上、年齢階級別）

（n=686）（n=503）（n=363）（n=407）（n=267）（n=174）（n=2,400）
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（％）
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資料：厚生労働省「平成30年国民健康・栄養調査」

○○ 食育に関心を持っている若い世代の割合は、男性65.4％、女性75.9％。
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

3 若い世代における食生活の現状
○○ 第3次食育推進基本計画で定められている若い世代に関連する数値目標は4つ。
①朝食を欠食する割合
②主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べている割合
③地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承している割合
④食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する割合

○○ 朝食を欠食する（「週に2～3日
食べる」及び「ほとんど食べない」）
若い世代の割合を、2020年度ま
でに15％以下とすることを目指し
ている。2019年度は25.8％。特
に男性は、31.5％が朝食を欠食。

○○ 朝食を食べていない人に、朝食
を食べるために必要なことを聞い
たところ、男女ともに「朝早く起
きられること」をあげる人が最も多く、次いで多いのが、男性では「自分で朝食を用意する時間があるこ
と」、女性では「朝、食欲があること」。

朝食を食べるために必要なこと（女性・年代別）

31.731.7

36.736.7

36.736.7

48.348.3

56.756.7

0 10 20 30 40 50 60（％）

自分で朝食を用意する
時間があること

自分で朝食を用意する
手間がかからないこと

朝食を食べる
習慣があること

朝、食欲があること

朝早く起きられること

全体（n＝125） 20～39歳（n＝60） 40～59歳（n＝43） 60歳以上（n＝22）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

朝食を食べるために必要なこと（男性・年代別）

41.2

45.6

45.6

47.1

51.5

0 10 20 30 40 50 60

自分で朝食を用意する
手間がかからないこと

朝、食欲があること

朝食を食べる
習慣があること

自分で朝食を用意
する時間があること

朝早く起きられること

全体（n＝175） 20～39歳（n＝68） 40～59歳（n＝74） 60歳以上（n＝33）

（％）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

大学と連携した若い世代への食育推進事業～朝食摂取に着目した取組～

○○ 長崎県では、県内の4つの大学と連携し、「大学と連携した若
い世代への食育推進事業」を実施。

○○ 学生自らが、若い世代の食生活に関する課題抽出とその課題解
決のための事業企画を提案。朝食レシピ集や啓発ポスターの作成、
朝食に関する料理教室などを企画。

○○ SNSを利用したレシピ集の紹介や学園祭での朝食メニューの試
食・販売など、広報活動を実施。

事 例

朝食に関する料理教室の様子

朝食の摂取頻度（性・年代別）

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に2～3日食べる ほとんど食べない わからない

95.2
86.1

69.2
87.0

90.3
70.0

58.0
76.8

64.1
82.5

1.1

5.5
9.7

4.3

2.3
8.9

10.5 
6.2

10.1 
5.1

1.5
2.3

9.2
3.3

1.4

4.9
10.5 

4.5

9.8
3.8

2.2

6.1
11.8 

5.4

5.7
16.2 

21.0 
12.4 

16.0 
8.5

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）

40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

25.825.8

31.531.5

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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○○ 「主食・主菜・副菜を組み合わ
せた食事を1日2回以上ほぼ毎日
食べている若い世代の割合」を、
2020年度までに55％以上とする
ことを目指している。2019年度
は37.3％。

○○ 主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事を1日に2回以上食べてい
ることが「ほぼ毎日」ではない人
に、回数を増やすために必要なことを聞いたところ、男女ともに「時間があること」をあげる人が最も多
く、次いで「手間がかからないこと」。

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと 
（女性・年代別）

食欲があること

自分で用意する
ことができること

食費に余裕があること

手間がかからないこと

時間があること

全体（n＝368） 20～39歳（n＝115） 40～59歳（n＝146） 60歳以上（n＝107）

（複数回答、
上位5項目）20.0

26.1

35.7

64.3

72.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）80

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと 
（男性・年代別）

食欲があること

外食やコンビニ等で
手軽に取ることが

できる環境があること

食費に余裕があること

手間がかからないこと

時間があること

全体（n＝379） 20～39歳（n＝108） 40～59歳（n＝133） 60歳以上（n＝138）

23.1

24.1

32.4

52.8

64.8

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

大学生のごはん適量摂取への行動変容を目指した取組 
～「3・1・2弁当箱法」体験セミナーの実施～

○○ 公益社団法人米穀安定供給確保支援機構では、2010年
から、大学生向けに、主食・主菜・副菜を組み合わせた
バランスのよい食事について学ぶ「3・1・2弁当箱法」
体験セミナーを実施。

○○ 若い女性にやせの人が多い、主食（ごはん）の摂取量
が少ない人が多いという現状を踏まえ、弁当箱を用いて
主食・主菜・副菜を組み合わせたバランスのよい食事、
主食（ごはん）の適量を知ってもらおうという取組。

事 例

「３・１・２弁当箱法」の5つのルール
資料：NPO法人食生態学実践フォーラムの資料を基に作成

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取頻度（性・年代別）

ほぼ毎日 週に４～５日 週に 2～ 3日 ほとんどない わからない
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若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）
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女
性
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33.3
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24.1 
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3.1
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6.6
9.3

13.0 
8.8

11.2 
6.6

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

○○ 「地域や家庭で受け継がれてき
た伝統的な料理や作法等を継承し
ている若い世代の割合」を、2020
年度までに60％以上とすること
を目指している。2019年度は
61.6％であり、目標を達成。

○○ 「食品の安全性について基礎的
な知識を持ち、自ら判断する（「い
つも判断している」及び「判断し
ている」）若い世代の割合」を、
2020年度までに65％以上とする
ことを目指している。2019年度
は70.3％であり、目標を達成。

「#がめ煮つくろう」～郷土料理を未来につなぐ～

○○ 「がめ煮」は正月やお祭りなどお祝いの際によく食べられる福
ふく

岡
おか

の郷土料理。

○○ 福
ふく

岡
おか

市
し

が取り組んでいる「#がめ煮つくろう」は、「がめ煮」
を作ることによって、「食」を通じた健康づくりについて考え、
実践すること、地元食材を日々の食事に生かすこと、福

ふく
岡
おか

の食文
化を知り、伝えていくことのきっかけとすることを目的。

○○ 親子料理教室では、野菜の下ごしらえから調理、盛り付けまで、
親子で「がめ煮」作りを体験。「がめ煮」を囲んで大切な人との

「食」を楽しみ、郷土料理を未来へつないでいくことを目指す。

事 例

親子料理教室の様子

伝統的な料理や作法等を継承している人の割合（性・年代別）

82.3
76.8

66.7
77.3

59.7
62.3

55.6
59.7

61.6
69.6

15.5
22.6

30.8
20.9

33.4
33.6
42.6
35.4

36.1
27.3

受け継いでいる 受け継いでいない わからない

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）
40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する人の割合（性・年代別）

14.6
25.3

55.1
57.4

59.0
56.7

50.6
50.6

51.9
50.9

55.7
70.3

54.1

10.9
13.9

21.5
14.0

20.3
25.1
34.0
24.8

27.2
18.8

32.8
27.7

15.9
27.8

26.6
21.9

13.0
22.1

いつも判断している 判断している あまり判断してない 全く判断していない わからない

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）
40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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大学生と考える食品安全～カフェインをテーマに～

○○ 名
な

古
ご

屋
や

市
し

と食品安全委員会は、食品の安全に関する基本的な考
え方や、過剰摂取が懸念されているカフェインについて、食品・
栄養学を専攻する大学生と意見交換会を実施。

○○ グループに分かれ、「身体、ごまかしてない？」、「本当に必
要？そのカフェり

4 4 4 4

」など大学生らしいキャッチコピーとともに、
カフェインの過剰摂取について注意を促すポスターのデザイン案
を作成。

事 例

グループワークの様子

4 子供の頃の食生活や今後の食生活に対する考え方
（子供の頃の食生活）

○○ 若い世代において、小学生、中学生、16～
18歳の頃の食生活を振り返ってもらったと
ころ、「家では、1日三食いずれも決まった
時間に食事をとっていた」等に関して、年代
が上がるにつれて「あてはまる」と回答した
人の割合が減少。

（子供の頃の食生活と現在の食生活との関連）

○○ 「家では、1日三食いずれも決まった時間
に食事をとっていた」について、小学生、中
学生、16～18歳のどの年代においても「あ
てはまる」（「あてはまる」及び「どちらかと
いえばあてはまる」）と回答した人は、それ
以外の人と比べ、現在、朝食を「ほとんど毎
日食べる」と回答。

若い世代における1日三食いずれも決まった時間に食事をとっていた
人の割合（性別）

30.3

49.2

65.6

32.7

49.4

66.7

25.6

28.2

23.6

22.2

27.2

21.6

0 20 40 60 80 100

16～ 18歳

中学生

小学生

16～ 18歳

中学生

小学生

あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

（％）

男性（n＝162）

女性（n＝195）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
注：本図表は、若い世代に関する結果のみ

若い世代における子供の頃の食生活（1日三食いずれも決まった時間に
食事をとっていた）と現在の朝食摂取との関連（性別）

59.3

77.9

44.0

70.1

11.0

8.7

10.7

10.3

0 20 40 60 80 100

それ以外
（n＝91）

どの年代でも「あてはまる」
（n＝104）

それ以外
（n＝75）

どの年代でも「あてはまる」
（n＝87）

ほとんど毎日 週に 4～ 5日 週に 2～ 3日 ほとんど食べない

（％）

男性（n＝162）

女性（n＝195）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
注：本図表は、若い世代に関する結果のみ



7

特集　若い世代を中心とした食育の推進

（今後の食生活に対する考え方）

○○ 若い世代において、ふだんの食生活の中で
今後食育として力を入れていきたいこととし
て、「栄養バランスのとれた食生活を実践し
たい」をあげた人が男女とも最も多く、男性
45.1％、女性57.9％。

○○ 他の世代に比べ、「栄養バランスのとれた
食生活を実践したい」、「家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい」等をあげた人が多い。

若い世代（20歳代及び30歳代）が育った背景

○○ 2005年に食育基本法が施行されるとともに、栄養教諭の制度が創設。現在の20歳代は食育の取組が広がる
時期に育った世代。

小学生の頃、食の生産に関する体験活動をした人の割合 
（年齢階級別）

0 60 804020 100

70歳以上（n＝484）
60～69歳（n＝323）
50～59歳（n＝267）
40～49歳（n＝290）
30～39歳（n＝217）
20～29歳（n＝140）

全体（n＝1,721）

（％）

44.0
44.0
43.1
44.5
44.7

60.0

45.3

8.7
11.5 
13.9 

22.1 

20.7
18.6 

14.6 

あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

小学生の頃、学校で食に関する指導を受けた人の割合
（年齢階級別）

12.4

13.9

22.5

21.0

24.4

38.6

19.3

10.3

9.9

20.6

21.7

27.2

29.3

17.4

0 60 804020 100

70歳以上（n＝484）
60～69歳（n＝323）
50～59歳（n＝267）
40～49歳（n＝290）
30～39歳（n＝217）
20～29歳（n＝140）

全体（n＝1,721）

（％）
あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

コラム

ふだんの食生活の中で今後力を入れていきたいこと（男性・年代別）

0 10 20 30 40 50

食べ残しや食品の
廃棄を削減したい

健康に留意した
食生活を実践したい

家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい

規則正しい
食生活を実践したい

栄養バランスのとれた
食生活を実践したい

（％）

34.6

35.8

42.0

42.0

45.1

全体（n＝759） 20～39歳（n＝162） 40～59歳（n＝247） 60歳以上（n＝350）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

ふだんの食生活の中で今後力を入れていきたいこと（女性・年代別）

39.5

46.2

47.7

50.3

57.9

0 10 20 30 40 50 60

食品の安全性について
理解したい

食べ残しや食品の
廃棄を削減したい

家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい

規則正しい
食生活を実践したい

栄養バランスのとれた
食生活を実践したい

（％）

全体（n＝962） 20～39歳（n＝195） 40～59歳（n＝310） 60歳以上（n＝457）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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ウェブ調査結果等を踏まえた若い世代向けの啓発資材の作成

○○ 農林水産省では、2019年度に、若い世代の食
育に関する課題を明らかにするため、ウェブ調査
やグループディスカッションを実施。ウェブ調査
の結果から、「主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事」について、言葉も意味も知っている人は約
半数などの実態が明らかに。

○○ これらを踏まえ、若い世代の価値観やライフス
タイルが多様化する中で、それぞれに「ちょうど
よいバランスの食生活」を実践するためのヒント
をわかりやすく解説する啓発資材を作成。

啓発資材「考える　やってみる　みんなで広げる　ちょうどよいバランスの食生活」から抜粋

コラム
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の理解

52.3 
39.2 
45.7 

34.5 
41.0 

37.8 

13.2 
19.8 
16.6 

0 50 100

女性（n=983）
男性（n=1,017）
全体（n=2,000）

言葉も意味も知っている 意味は知らないが言葉は
聞いたことがある言葉も意味も知らない

（％）

資料：�農林水産省「令和元年度食育活動の全国展開委託事業（食育に関する課
題検討及び事例収集）若い世代向けウェブ調査」

5 若い世代が中心となって取り組む食育
○○ 食料の生産から消費に至る食の循環（生産、流通、食事、廃棄・保存・再利用の過程）において、若い
世代が中心となって積極的に取り組んでいる事例を紹介。

資料：農林水産省「食育ガイド」を基に作成
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

農業女子プロジェクトメンバーによる、次世代に“つなぐ”食育

○○ 農林水産省が2013年から進めている「農業女子プロジェクト」では、取組の一つとして、企業・教育機
関と連携した食育イベントや農作業体験等を実施。

○○ 2019年8月31日（やさいの日）に、都心部に住む未就学児を対象に、収穫体験、野菜ブーケ作り等を行
う「831 やさいフェスタ」を実施。

○○ 子供たちは、収穫体験やクイズを通して、野菜が食卓に届く
までに様々な人が関わっていることを学ぶとともに、野菜ブー
ケ作りでは、野菜の種類や形を見て、触れて、楽しく学んだ。

○○ 女性農業者のスキルや実体験を生かし、農作業体験等から
「食」と「農業」の大切さを知ってもらい、次の世代に“つなぐ”取組を行う。

事 例

「831やさいフェスタ」の様子

持続可能な農業と社会のかたちをめざして

○○ 「100年先もつづく、農業を。」を目標として掲げる株式会社坂ノ途中では、
関西を中心に若手の新規就農者と連携し、少ない収穫量であっても消費者に
届く流通の仕組みを構築。

○○ 消費者に、収穫時期によって野菜の色や状態は変化することを知ってもら
い、その変化を理解し、楽しんでもらえるよう、テレビ番組での野菜紹介や
野菜料理教室、子供が遊びながら野菜について学べる「やさいのきもちかるた」の制作等を行う。

○○ 有機農業など環境負荷の少ない農業への関心が高い新規就農者を支援し、消費者に野菜の本来の味や姿を
伝えていくことで、持続可能な農業と社会の実現を目指す。

事 例

野菜を生産している農家を訪問

おいしくたべよう！ 災害食

○○ 「Food and Smile!」は、宮城学院女子大学で管理栄養士を目指す学生が運
営している、食を通じた地域の活性化に貢献することを目的としたボランティ
ア団体。

○○ 地元企業や地域住民と連携しながら、衛生面や栄養面に配慮し、避難所や
家庭にある食材で水道・電気・ガスを極力使わず簡単に調理できる「災害食」レシピを開発・普及。

事 例

学生が考案したサバ缶パエリア

食品ロス削減へ学生が取り組む「K
キ ョ ー
yo 0

ゼロ
 m

マ ー ケ ッ ト
arket」

○○ 「K
キ ョ ー
yo 0

ゼロ
 m

マ ー ケ ッ ト
arket」は、龍

りゅう
谷
こく

大学の学生が、多くの食品が手付かずのまま
ゴミになる現状について、「もったいない」という想いを伝える啓発イベント。

○○ 賞味期限前の食品を集めて、来場者に無料で提供する「もったいないスー
パー」、小学生がクイズ形式でリサイクル素材などを学べる「食ロスかるた」、
学生が来場者に食品ロスや生ごみ対策等について紹介する「エコカフェ」等
を実施。

事 例

「もったいないスーパー」に取り�
組む学生たちと陳列された食品
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第2部　食育推進施策の具体的取組
第1章　家庭における食育の推進
（子供の基本的な生活習慣の形成）

○○ 朝食を毎日食べる小学生の割合は86.7％、
中学生の割合は82.3％。一方、欠食するこ
とがある小学生の割合は4.6％、中学生の割
合は6.9％。

○○ 文部科学省では、2019年度、独立行政法
人国立青少年教育振興機構と連携・協力し、
「早寝早起き朝ごはん」推進校事業を全国12
か所で実施。

潮
いた

来
こ

二中　みんなで取り組む食育・生活習慣改善プロジェクト! 
（平成30年度「早寝早起き朝ごはん」推進校事業）

○○ 茨城県潮
いた

来
こ

市
し

立潮
いた

来
こ

第二中学校では、生徒一人一人が目標を持ち、食
生活の改善や生活習慣の見直しを行えるよう、学校・家庭・地域の三者
が連携し、地域全体で食育に取り組む。

○○ 生徒の実態に合わせたテーマの授業で朝食をとることの大切さを学習
し、朝食を食べる生徒や朝食作りにチャレンジする生徒が増加。

事 例

栄養教諭による授業の様子

（妊産婦や子育て世代等に対する食育の推進）

○○ 厚生労働省では、2019年に改定された「授乳・離乳の支援ガイド」の内容を踏まえ、一般向けに、授
乳や離乳について分かりやすく記載したリーフレットを作成。

○○ 2019年度は、「健やか親子21（第2次）」の中間評価を実施。目標とする52指標のうち34指標が改善。

家族や友人と共（トモ）に食（ショク）事を　～トモショク Project～

○○ NPO法人ファザーリング・ジャパンでは、2019年6月にトモショク 
Projectを立ち上げ。

○○ 家族や地域の人など、誰かと食事を共にする「共食」を「トモショク」と
名付け、ワーク・ライフ・バランスの充実や働き方改革等につなげていくことを目指す。

○○ 学長名で「トモショク」に取り組む宣言を行った大学や「パパママスクール」の一環としてワークショッ
プを開催する地方公共団体等、様々な主体による取組が進む。

事 例

トモショク Projectのロゴマーク

朝食を毎日食べている小・中学生の割合

82.3

86.7

10.7

8.6

4.9

3.6

2.0

1.0

0 20 40 60 80 100

中学校３年生

小学校６年生

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

（％）

資料：文部科学省「全国学力・学習状況調査」（2019年度）
　注：�（質問）あなたは、生活の中で次のようなことをしていますか。当てはまるものを1つ

ずつ選んでください。「朝食を毎日食べている」
　　　�（選択肢）「している」、「どちらかといえば、している」、「あまりしていない」、「全く

していない」
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第2章　学校、保育所等における食育の推進

第2章　学校、保育所等における食育の推進
（学校における食育の推進）

○○ 公立小・中学校等の栄養教諭配置数は、全
国で6,488人（2019年5月1日現在）。

○○ 2017年から2019年に改訂された各学習
指導要領等においては、引き続き、「学校に
おける食育の推進」を総則に位置付け。

○○ 学校を核とした家庭を巻き込んだ取組によ
り、子供の食に関する自己管理能力の育成を
目指す「つながる食育推進事業」を、2019
年度は全国で9事業（実施校21校）実施。

○○ 学校給食は、全小学校数の99.1％、全中
学校数の89.9％で実施（2018年5月現在）。

○○ 学校給食における2018年度の国産食材の
使用割合は76.0％、地場産物の使用割合は
26.0%（全国平均、食材数ベース）。

○○ 学校給食において地場産物が一層活用され
るよう、文部科学省では、食品の生産・加
工・流通等における新たな手法等の開発と全
国的な普及を図る「社会的課題に対応するた
めの学校給食の活用事業」を実施。また、農
林水産省では、生産者と学校等との調整役と
なる地産地消コーディネーターの育成や派遣
を実施。

○○ 各都道府県の現行食育推進計画の約8割において、学校給食における地場産物の活用に関する目標を設定。

公立小・中学校等栄養教諭の配置状況

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019（年度）

34 359
986

1,897

2,663
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5,023 5,356
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6,092 6,324 6,488

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（人）

資料：文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課調べ（2015年度まで、各年度4月1日現在）
　　　文部科学省「学校基本調査」（2016年度以降、各年度5月1日現在）
　注：�公立小・中学校等とは、小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校・特別支援学

校を指す

学校給食における地場産物等の使用割合
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資料：文部科学省「学校給食栄養報告」



12

地域とともに取り組む学校給食を活用した「食品ロスの削減」と「地産地消の推進」 
（社会的課題に対応するための学校給食の活用事業における取組）

○○ 徳島県教育委員会では、上
かみ

板
いた

町
ちょう

を中心として関係者と連携し、
学校給食を活用した「食品ロスの削減」と「地産地消の推進」に
取り組んだ。

○○ 一次収穫を行った後の畑で、児童が、商品として流通できない
規格外農作物の二次収穫を行い、加工業者が「みじん切り」や

「ペースト」等に加工・冷凍して、それらを学校給食に使用。

○○ こうした取組を通じて、規格外農作物等の学校給食への活用回
数や地場産物活用率等が向上。

事 例

児童が二次収穫している様子

学校給食における地場産農産物の活用について

○○ 東京都小
こ

平
だいら

市
し

では、学校給食における地場産農産物の活用を
進めるため、行政、生産者、JA東京むさし小

こ
平

だいら
支店による研究

会を立ち上げ。

○○ 農産物の配送に関わる課題を解決するため、JAが配送業務を
担う学校給食事業を開始。

○○ 2006年度時点で小学校5.5%、中学校6.0％だった地場産農産
物の使用割合が、2018年度にはそれぞれ29.3％、26.9％に上昇。

事 例

栄養士や生産者とともに農産物の 
規格を協議する「目合わせ会」

（就学前の子供に対する食育の推進）

○○ 保育所では「保育所保育指針」、幼稚園では「幼稚園教育要領」、認定こども園では「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」に基づき、教育・保育活動の一環として、計画的に食育の取組を実施。

幼稚園・小学校・家庭・地域が一体となった食育の取組 
～郷土の料理「ねったぼ」作りを通して～

○○ 宮崎県 都
みやこのじょう

城 市
し

立石
いし

山
やま

幼稚園では、併設された小学校の1年
生から3年生までの児童とともに、5月からサツマイモを栽培。
さらに、収穫した芋を小学4年生から6年生までの児童が栽培し
た餅米と合わせて、郷土料理「ねったぼ」作りを行う「すこやか
フェスタ」を実施。

○○ 「すこやかフェスタ」には、小学生・保護者・地域の高齢者や
食生活改善推進員等が参加し、多世代の交流の場に。

事 例

「ねったぼ」を味わう子供たち
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第3章　地域における食育の推進

第3章　地域における食育の推進

○○ 「食育ガイド」では、「「食べること」は「生きること」」とし、食べ物の生産から食卓までの「食べ物の
循環」やライフステージを踏まえた「生涯にわたる食の営み」等を「食育の環

わ
」として図示。各ステージ

に応じた具体的な取組を提示。

○○ 「食生活指針」を具体的な行動に結び付けるものとして策定された「食事バランスガイド」について、
地域における食育に関するイベント等で普及・活用。

○○ 厚生労働省では、糖尿病予防に取り組もうとする人たちを支援するための環境を整備するため、「糖尿
病予防戦略事業」を実施。

○○ 内閣府を中心として、貧困の状況にある子供たちに対する食育の推進や貧困の連鎖の解消につながる、
子供食堂等の活動への支援を含む官公民の連携協働プロジェクト「子供の未来応援国民運動」を推進。

○○ 厚生労働省では、子供食堂に対して、食品安全管理等の留意事項等を周知するとともに、行政・地域住
民・福祉関係者・教育関係者等に対して、子供食堂の活動への協力を呼び掛け。

○○ 農林水産省では、子供食堂と連携した地域における食育が推進されるよう、ホームページにおいて関連情
報を紹介。また、地域における共食のニーズの把握や生産者とのマッチングにより共食の場の提供を支援。

○○ 厚生労働省では、地域高齢者等の健康支援を推進するため、2019年度、「日本人の食事摂取基準（2020
年版）」を活用し、高齢者やその家族、行政関係者等が、フレイル※予防に役立てることができる普及啓発ツー
ルを作成。
※�加齢とともに、心身の活力（例えば筋力や認知機能等）が低下し、生活機能障害、要介護状態、そして死亡などの危険
性が高くなった状態

地域高齢者の「通いの場」での「兵庫県版フレイル予防・改善プログラム」の活用

○○ 兵庫県では、兵庫県医師会等と連携し、「フレイル予防
の3ヶ条」（①体重減少に要注意、②しっかりかめるお口を
つくる、③1日3回、3つの皿をそろえて食べる）を柱と
する「兵庫県版フレイル予防・改善プログラム」を作成。

○○ 高齢者が自らフレイル予防に取り組めるよう、①栄養と口腔
についてクイズ形式で解説する動画の活用、②地域高齢者が
集まり交流する通いの場において、配食事業者を活用したフ
レイル予防・改善食の会食と管理栄養士、歯科衛生士による
栄養・健康教育の実施、③フレイルが疑われた場合の医療・
介護サービスへの連絡体制の構築等の事業を実施。

事 例

「兵庫県版フレイル予防・改善プログラム」の流れ
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○○ 福島県において「第40回全国歯科保健大会」を開催するなど、歯科口腔保健における食育を推進。ま
た、「8020運動・口腔保健推進事業」を通じて都道府県等の取組を支援。

○○ 食品関連事業者等は、CSR（企業の社会的責
任）活動の一環として食育に取り組む。

○○ 厚生労働省では、企業・民間団体・地方公共
団体と協力・連携し、「スマート・ライフ・プ
ロジェクト」を推進。毎年9月の食生活改善普
及運動では、野菜摂取量を350g以上にするこ
とを目標とした「毎日プラス1皿の野菜」のほ
か、「おいしく減塩1日マイナス2g」、「毎日
のくらしにwithミルク」に焦点を当て、全国
的な運動を実施。

○○ 農林水産省では、「果樹農業振興基本方針」
に基づき、生産者団体と協力し「毎日くだもの
200グラム運動」による家庭や学校給食等にお
ける果物の摂取を促進。

○○ 食生活改善推進員等の食育ボランティアが、
地域に根ざした食育活動を実施。

地域に根付く「食による健康づくり」活動

○○ 岩手県洋
ひろ

野
の

町
ちょう

食生活改善推進員協議会では、「食による健康
づくり」を目的とし、幼児への健康手づくりおやつの普及啓発、
中学校での郷土料理づくり、地元の食材を使い、減塩・適塩な
どの工夫を凝らした料理教室などを主催。

○○ 「食事バランスガイド」をベースに主食・主菜・副菜・乳製
品・果物の適量が一目で分かる「バランス弁当箱」を活用した
レシピ集の発行やイベントなどを通して、食べすぎ防止や家庭
での食事バランス確認の定着を目指す。

事 例

減塩メニューを取り入れた男性向け料理教室

「スマート・ライフ・プロジェクト」
ロゴマーク

食生活改善普及運動 
「マイナス2gマーク」

食生活改善普及運動 
「プラス1皿マーク」

食生活改善普及運動 
「withミルクマーク」

「毎日くだもの200グラム運動」
ロゴマーク
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第3章　地域における食育の推進

子供食堂で食を通じた「つながり作り」と「居場所作り」

○○ 八百屋を営みながら、子供たちの学習サポートと大人の学び直しの場作り
を行っていた「気まぐれ八百屋だんだん」では、子供が一人で安心して外食
ができ、温かいごはんと具沢山の味噌汁をみんなで食べられる場所を地域で
作ろうと、2012年から「子供食堂」を開始。

○○ 毎週木曜日、子供はワンコイン（1円でも、おもちゃの硬貨でも1枚）、大
人は500円で食事が食べられる。

○○ ひとり親家庭や高齢者の孤立を防ぐためのセーフティネット、「居場所」と
しての機能を併せ持つ場所として、地域の情報収集と発信を行う。

事 例

みんなの居場所「だんだん」

みんなで囲む食卓は 
笑顔がいっぱい

○○ 公益社団法人日本栄養士会は、「栄養の日・栄養週間2019」において、「栄
養を楽しむ―栄養障害の二重負荷（Double burden of malnutrition）の解
決をめざす―」を統一テーマとし、様々な事業を実施。

○○ 「栄養ワンダー2019」では、国民20万人を対象に、「若年女性のやせと高
齢者の低栄養、中年男性の肥満」の解決に向けたプレゼンテーション等を実
施。また、栄養ワンダーブックを配布。

栄養ワンダーブック

従業員等の健康に配慮した企業の食育推進事例集

○○ 農林水産省では、朝食の提供や昼食での「健康な食事（スマートミール）」
提供の推進、食生活改善のための研修等従業員の食育に積極的に取り組んでい
る企業にヒアリングを行い、2020年3月、事例集として取りまとめ、ホーム
ページで公開。

○○ 従業員の食育に取り組もうとする企業の情報源になることを期待。

コラム

「従業員等の健康に配慮した 
企業の食育推進事例集」
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第4章　食育推進運動の展開
○○ 毎年6月の食育月間における全国規模の中
核的行事として、2019年6月に「第14回
食育推進全国大会inやまなし」を開催。

○○ 「第3回食育活動表彰」を実施。その他に
も関連する各種の表彰を実施。

○○ 都道府県の食育推進計画の作成割合は
100％。市町村の食育推進計画の作成割合は、
普及啓発等により着実に増加し、8割を超え
ている。

「第14回食育推進全国大会inやまなし」を通じた食育の普及啓発

○○ 「食がつなぐ人と未来～健康寿命日本一の富士の国やまなしから全国
へ～」をテーマに、140の展示ブース、26の講演会等のイベントが行
われ、2日間で約2万2千人が様々な催しを体験。

○○ 展示ブースでは、食育に関するパネル等の展示、料理や出汁の試食・
試飲や郷土料理の料理教室等を実施。

コラム

子供の調理体験

地域の連携による食育推進活動 
～食でつながる みんなのさばえ～

○○ 「元気さばえ食育推進会議」は福井県鯖
さば

江
え

市
し

の食育推進計画を踏まえ、
食に関わる各種団体や個人が連携し鯖

さば
江
え

市
し

の食育を総合的に推進する
ことを目的に、2011年に結成。

○○ 学校給食畑活動では、児童が農家ボランティアの指導の下、野菜の
植付けや収穫を体験。

○○ 栄養教諭と各委員が連携し、小学校に講師を招き、学年に応じた食育に関する授業を行う。

事 例

学校給食畑での農業体験

都道府県及び市町村の食育推進計画の作成割合の推移

84.8

87.5

85.1

100 100

4.1
25.5

37.3

39.5

58.2
65.3

71.5
76.0

76.7
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79.3

0

20

40
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80

100

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 20192007 （年度）

市町村

都道府県

（％）

資料：農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課（2015年度までは内閣府）調べ

都道府県管内市町村における食育推進計画の作成割合の状況

作成割合 該当都道府県数
100％ 22

75～100％未満 18
50～75％未満 6

50％未満 1
資料：農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課調べ（2020年3月末現在）

注：1）作成割合とは、都道府県内の全市町村数に対する計画作成済市町村の割合
2）作成済みの市町村数は1,523
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第5章　生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等 

第5章　�生産者と消費者との交流の促進、�
環境と調和のとれた農林漁業の活性化等

（農林漁業体験等の推進）

○○ 農林水産省では、教育ファーム等農林漁業体験活動への支援等を実施。

○○ 日本ならではの伝統的な生活体験や農山漁村地域の人々との交
流を楽しむ滞在である「農泊」を推進するための情報提供や受入
体制の整備等を実施。

（地産地消の推進）

○○ 農林水産省では、ホームページでの情報提供、メールマガジンの配信のほか、地場産物の利用促進等を
テーマとしたフォーラムの開催等により、全国的な取組を促進。

食と「いのち」のつながりを学ぶ体験プログラム

○○ 山形県の有限会社蔵
ざ

王
おう

マウンテンファームでは、牧場を活動の
場に、体験プログラムや紙芝居を活用した活動を実施。

○○ 参加者に、酪農は「いのち」を作り、育て、それを売って社会
へつなぐ仕事であり、人間は自然の「いのち」の恩恵を受けて生
活していることを学習する機会を提供。

事 例

牧場での牛と子供のふれあい体験

平
ひら

戸
ど

市
し

は「食」を育む「たからじま」

○○ 長崎県平
ひら

戸
ど

市
し

食育推進会議では、郷土料理を積極的に学校給食
に取り入れるなど地場産品の使用割合80%を目指すとともに、
子供たちへの食育の推進に取り組む。

○○ つわ、わらびなど下処理に時間のかかる食材は下処理後に納品
してもらうなど、地元の生産者や販売者との協力体制の下、学校
給食に旬の食材を豊富に使用。

事 例

焼きアゴ作りを体験する子供たち

農泊ポータルサイト
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（食品ロスの削減）

○○ 我が国の食料自給率は過去最も低い37％
（カロリーベース）である一方、食品ロスが
612万トン発生（食料自給率は2018年度、
食品ロスは2017年度の値）。

○○ 2015年に国連サミットで採択された「持続
可能な開発のための2030アジェンダ」では、
持続可能な開発目標（SDGs）において、小
売・消費レベルにおける世界全体の1人当た
りの食料廃棄の半減等のターゲットを設定。

○○ 「食品ロスの削減の推進に関する法律」（令和元
年法律第19号。以下「食品ロス削減推進法」と
いう。）が、2019年5月に公布され、同年10月
1日に施行。

○○ 農林水産省では、食品ロス削減への消費者理解を
促進するため、小売事業者等が利用可能なポスター
等を作成し、全国の協力店等で啓発活動を実施。

○○ 生産・流通・消費等の過程で発生する未利用食
品について、食品企業や生産現場等からの寄附を
受けて、必要としている人や施設等に提供する
フードバンク活動が広がりつつあり、2020年3
月時点で国内で120団体が活動。

○○ 2020年3月には、新型コロナウイルス感染症に
関する緊急対応策として、学校給食で活用する予定
であった未利用食品の有効活用を図るため、実需者
等とのマッチングや保管・配送料等の支援を実施。

○○ 消費者庁では、農林水産省、環境省とともに、外食時の「食べきり」の一層の促進のため、実践のポイ
ントや留意事項を盛り込んだ「外食時のおいしく「食べきり」ガイド」を作成・公表。

○○ 環境省では、「7日でチャレンジ！食品ロスダイアリー」等を利用し、食品ロスに関する啓発活動を実
施。食品ロスに関する情報を集約したポータルサイトを作成し、それぞれの主体が食品ロスに関して正確
で分かりやすい情報を得ることができる環境を整備。

我が国の食料自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」

小売店・外食店で掲示する消費者向けポスター等

外食時のおいしく「食べきり」ガイド
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第5章　生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等 

食品ロスの削減の推進に関する法律

○○ 国、地方公共団体、事業者、消費者等の多様な主体が連
携し、国民運動として食品ロスの削減を推進するため、
2019年5月24日に「食品ロス削減推進法」が成立。同
年5月31日に公布され、同年10月1日に施行。

○○ この法律では、食品ロスの削減に関し、国、地方公共団
体等の責務等を明らかにするとともに、基本方針の策定そ
の他食品ロスの削減に関する施策の基本となる事項を定め
ること等により、食品ロスの削減を総合的に推進すること
を目的とする。

コラム

「食品ロスの削減の推進に関する法律」の概要

食品ロス削減月間に関する取組

○○ 「食品ロス削減推進法」において、「食品ロス削減月間」と定められた10月に、各省庁において様々な取
組を実施。

○○ 「食品ロス削減の日」である10月30日には、徳島県徳
とく

島
しま

市
し

に
おいて、「第3回食品ロス削減全国大会」が開催され、先進事例
発表や「ICTを活用した食品ロス削減」をテーマとしたトーク
セッション等を実施。

○○ 消費者庁では、食品ロスをめぐる現状や取組、事例紹介等、こ
れから食品ロスの削減に取り組もうとする人に役立つ情報をウェ
ブサイト等で発信するとともに、料理レシピサイト「クックパッ
ド」において食材をムダにしないレシピを紹介。

○○ 農林水産省では、ポスター等による消費者啓発活動に取り組ん
だ小売業者（75事業者）をホームページで公表。さらに、食品
ロス削減国民運動ロゴマーク「ろすのん」の活用事例集（19事
例）を作成・公表。

○○ 環境省では、国・地方公共団体・事業者・消費者間の連携強化
を目的として、2019年10月に「食品ロス削減推進シンポジウ
ム」を開催。さらに、仙

せん

台
だい

市
し

、大
おお

阪
さか

市
し

及び福
ふく

岡
おか

市
し

において、家族連れを主な
対象としたクイズラリー・
パネル展示等を実施。

コラム

食品ロス削減月間ポスター

食品ロス削減を呼びかけるポスターを 
掲示している店舗の様子

料理レシピサイト「クックパッド」の
「消費者庁のキッチン」
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第6章　食文化の継承のための活動
○○ 食生活改善推進員は、郷土料理や食文化の継承を目的とした
「おやこの食育教室」等、子供とその保護者が一緒に郷土料理を
作る体験学習を各地で実施。

○○ 一般社団法人全日本司厨士協会や公益社団法人日本調理師会
では、様々なイベントやコンテスト等を通して子供や親子に対
する食育の取組を継続して実施。

○○ 2013年に、「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無
形文化遺産に登録。産学官が一体となって和食文化の保護・継承の取組を推進。

「和食」の保護と継承のための取組

○○ 農林水産省では、地域固有の多様な食文化（郷土料理）を地域
で保護・継承していくための取組を開始し、2019年度は10道
府県において、地方公共団体、大学等研究機関、民間団体、教育
関係者、民間企業等を構成員とした地域検討委員会を開催。各地
域が選定する郷土料理の歴史や由来、関連行事、使用食材、レシ
ピ等について調査し、結果について農林水産省ウェブサイトで情
報発信。

○○ 保育士・栄養士等を対象として、子供たちや子育て世代に対し
て和食文化を伝える中核的な人材を各都道府県で育成する取組も
開始し、2019年度は10都道府県で研修会等を開催。

コラム

10道府県にて選定された郷土料理

研修会の様子

公益社団法人日本調理師会主催
「全国こどものための愛情弁当コンテスト」

最優秀作品
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第6章　食文化の継承のための活動

○○ 農林水産省では、主に小学生を対象として、和食や郷土料理に関
するお絵かきや和食文化の知識と技を競う「第4回全国子ども和食
王選手権」を開催。

○○ 地方公共団体、農林漁業者、食品関連事業者等が連携し、郷土料
理や伝統野菜を始めとする伝統的食材等の魅力の再発見につながる
取組を、継続して実施できるよう支援。

食文化を大切に継承する「つなげよう宇
う

和
わ

島
じま

の味」

○○ 愛媛県宇
う

和
わ

島
じま

市
し

では、第2次宇
う

和
わ

島
じま

市
し

食育プランにおいて「食
を大切にし、健康で心豊かに生きる力を育む」を基本理念とし

「食文化を大切に継承する」ための食育活動を推進。

○○ 大人を対象とした「郷土料理講習会」に加え、小中高校生を対
象とした「郷土料理出前講座」を実施。

○○ 郷土料理への関心が低い若い世代への働きかけとして、幼児健
診に訪れた保護者を対象に、郷土料理パンフレットの配布やパネ
ル展示を行い、郷土料理に興味を持つきっかけづくりに。

事 例

中学生による郷土料理「ふくめん」の調理実習

郷土料理「吉
よし

田
だ

のうどん」の後継者に

○○ 「吉
よし

田
だ

のうどん」は山梨県富
ふ

士
じ

吉
よし

田
だ

市
し

を含む郡
ぐん

内
ない

地方で食べら
れてきた郷土料理。

○○ 山梨県立ひばりが丘高等学校では、2010年、「吉
よし

田
だ

のうどん」
を広めようと授業の一環としてホームページを作成するなどの活
動を開始。2014年からはうどん部としてさらに活動の場を広げ
る。

○○ ホームページやフリーペーパー、SNS等のツールを活用した情
報発信を行い、2018年には高校生によるうどん店を開店。

○○ 「吉
よし

田
だ

のうどん観光大使」として県内外でのイベントで出展す
るなど、積極的に情報発信を行う。

事 例

フリーペーパー 
「うどんなび」

スーパーマーケット内で「吉
よし

田
だ

のうどん」開店

「第4回全国子ども和食王選手権」
（和食お絵かき部門）全国総合金賞受賞作品

「おばあちゃんとつくった　きょうどりょうり」
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第7章　食品の安全性・栄養等に関する情報提供の推進
○○ 食品の安全性等に関するリスクコミュニケーションの取組の一つとして、消費者庁、食品安全委員会、
厚生労働省、農林水産省等が連携して、意見交換会を開催。

○○ 2019年7月から8月に、関係府省庁が連携して、宮城県、東
京都及び京都府で実施された親子参加型イベントに出展し、小学
生とその保護者等を対象に食品中の放射性物質に関するステージ
プログラムを実施。

○○ 農林水産省では、消費者が食品の安全性について正しい知識を
持ち、適切に食品を選び、取り扱えるよう、ウェブサイト等を通
じて情報提供。

○○ 消費者庁は、新たな食品表示制度について、消費者、事業者等
への普及啓発を実施。研修会等への講師派遣を行うとともに、栄
養成分表示の義務化周知のリーフレットの改定、ウェブサイトの
刷新等を実施。

地域特性をいかした栄養成分表示等の活用に向けた消費者教育に関する取組について

○○ 消費者庁では、「食品表示法」の施行に伴い、新たに義務化された栄養成分表示について、理解促進を図
るため、消費者、事業者双方への普及啓発を実施。

○○ 2018年度に、実証フィールドである徳島県において、栄養成
分表示等の活用に向けた消費者教育に関する調査事業を実施し、
その結果を報告書として取りまとめ、2019年8月に公表。

○○ 当該実証事業の成果を踏まえ、栄養成分表示の活用に向けた消
費者教育を推進するプログラムやその実践に取り組む際のポイン
トをまとめた実践マニュアルを作成。

○○ 2019年11月には、徳島県で2017年度及び2018年度に行っ
た実証事業の成果等について報告会を開催。

コラム

実践マニュアルを活用したイベントの様子

農林水産省ウェブサイトの例
「ジャガイモによる食中毒を
予防するためにできること」
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第8章　調査、研究その他の施策の推進

第8章　調査、研究その他の施策の推進
○○ 文部科学省では、「日本食品標準成分表2015年版（七訂）」について、105食品（うち81食品は新規）の成
分値を追加・改訂し、「2019年における日本食品標準成分表2015年版（七訂）のデータ更新」として公表。

○○ 厚生労働省では、国民の身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにするため、「国民健
康・栄養調査」を実施。2019年の重点項目は社会環境の整備。

○○ 2019年12月、SDGs推進本部は「SDGsアクションプラン2020」を決定。「食育の推進」は「SDGs実施指
針」の優先課題「あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現」のための取組の1つとして位置付く。

“おにぎり”で世界の貧困問題を解決する「おにぎりアクション」

○○ 特定非営利活動法人TABLE FOR TWO Internationalは、開発途上
国における貧困や飢餓の撲滅、子供たちへの教育機会の提供などSDGs
の達成に向けた取組を実施。

○○ 2015年度から開始した「おにぎりアクション」は、おにぎりに関連
する写真をSNS等に投稿すると、1枚の写真につき給食5食分に相当
する寄附を協賛企業が提供し、開発途上国の子供たちに給食を届ける
取組。

事 例

「おにぎりアクション2019」で
投稿された写真から作成した
子供たちのモザイクアート

オリンピック・パラリンピック栄養プロセス

○○ 2012年、英国にてロンドン・オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催。この機会を利用して、国際社会における栄養改善への取組を
加速させるために、国際的な取組として、「オリンピック・パラリンピッ
ク栄養プロセス」を開始。日本は2013年から参加。

○○ 我が国は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催国として、
東京で栄養サミットを開催する予定。

コラム

2013年に行われた、
パネルディスカッションの様子

G20新潟農業大臣会合の機会を利用した 
日本食・食文化の魅力発信の取組等

○○ 2019年5月、日本が議長国となり「G20新潟農業大臣会合」を新
潟県新

にい
潟
がた

市
し

で開催。34の国・機関が参加。

○○ 歓迎レセプション等で、地元新潟県や東日本大震災から復興した被
災地域で生産された食材を利用した料理を提供。また、現地視察では、
餅つき見学や呈

てい
茶
ちゃ

体験等を実施。

コラム

歓迎レセプションにおける福島県産
水産物等を使用した握り寿司の提供
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第3部　食育推進施策の目標と現状に関する評価
○○ 目標値と現状値を比較すると、「地域等で共食したいと思う人が共食する割合」、「中学校における学校
給食実施率」、「食品中の食塩や脂肪の低減に取り組む食品企業の登録数」、「地域や家庭で受け継がれてき
た伝統的な料理や作法等を継承している若い世代の割合」、「食品の安全性について基礎的な知識を持ち、
自ら判断する若い世代の割合」は既に目標を達成。
○○ 「朝食を欠食する子供の割合」、「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べて
いる若い世代の割合」のように課題が残るものもある。

食育の推進に当たっての目標
第3次基本計画 

作成時の値 
（2015年度）

現状値 
（2019年度）

目標値 
（2020年度）

①　食育に関心を持っている国民の割合 75.0% 76.2% 90％以上

②　朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数 週9.7回 週10.0回 週11回以上

③　地域等で共食したいと思う人が共食する割合 64.6% 73.4% 70％以上

④　朝食を欠食する子供の割合 4.4% 4.6% 0%

⑤　朝食を欠食する若い世代の割合 24.7% 25.8% 15％以下

⑥　中学校における学校給食実施率 87.5%
（2014年度）

93.2%
（2018年度） 90％以上

⑦　学校給食における地場産物を使用する割合 26.9%
（2014年度）

26.0%
（2018年度） 30％以上

⑧　学校給食における国産食材を使用する割合 77.3%
（2014年度）

76.0%
（2018年度） 80％以上

⑨　�主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上�
ほぼ毎日食べている国民の割合 57.7% 56.1% 70％以上

⑩　�主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上�
ほぼ毎日食べている若い世代の割合 43.2% 37.3% 55％以上

⑪　�生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の�
維持や減塩等に気をつけた食生活を実践する国民の割合 69.4% 67.4% 75％以上

⑫　食品中の食塩や脂肪の低減に取り組む食品企業の登録数 67社
（2014年度）

103社
（2016年度） 100社以上

⑬　ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合 49.2% 53.4% 55％以上

⑭　�食育の推進に関わるボランティア団体等において�
活動している国民の数

34.4万人
（2014年度）

36.5万人
（2018年度） 37万人以上

⑮　農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合 36.2% 39.3% 40％以上

⑯　食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民の割合 67.4%
（2014年度） 76.5% 80％以上

⑰　�地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、
伝えている国民の割合 41.6% 47.9% 50％以上

⑱　�地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を�
継承している若い世代の割合 49.3% 61.6% 60％以上

⑲　�食品の安全性について基礎的な知識を持ち、�
自ら判断する国民の割合 72.0% 79.4% 80％以上

⑳　�食品の安全性について基礎的な知識を持ち、�
自ら判断する若い世代の割合 56.8% 70.3% 65％以上

㉑　推進計画を作成・実施している市町村の割合 76.7% 87.5% 100%

資料：①、②、③、⑤、⑨、⑩、⑪、⑬、⑰、⑱、⑲、⑳…「食育に関する意識調査」
④…「全国学力・学習状況調査」
⑥…「学校給食実施状況等調査」※値は公立中学校における完全給食実施率
⑦、⑧…「学校給食栄養報告」
⑫…「スマート・ライフ・プロジェクト」登録企業数
⑭…内閣府食育推進室調べ（2014年度）、農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課調べ（2018年度）
⑮…「食生活及び農林漁業体験に関する調査」
⑯…「消費者意識基本調査」（2014年度）、「消費者の意識に関する調査結果報告書-食品ロスの認知度と取組状況等に関する調査-」（2019年度）
㉑…内閣府食育推進室調べ（2015年度）、農林水産省消費・安全局消費者行政・食育課調べ（2019年度）

　注：塗りつぶしている目標は、達成済みのもの。


